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１．研究計画の概要 

学習障害、注意欠陥/多動性障害（以下ADH
Ｄ）、高機能自閉症、アスペルガー障害等の
軽度発達障害のある子ども（以下、対象児）
を対象とした特別支援教育における具体的
な支援策の構築・実現、教育的・社会的な急
務課題となっており様々な取り組みがなさ
れてきたが、そこには次のような問題点があ
る。①ある年齢段階のある発達障害へのある
特性に対する一面的な支援に留まり、生涯発
達的視点に立脚した障害児にとって｢真｣に
役立つ有機的支援になっていない、②支援す
る側からの視点が前面に出た対策であり、対
象児の視点に立脚した支援策ではない、③対
象児の視点に立脚した支援策を考えるとき
に、何をそのキー概念（手がかりの核）にす
るか明確でない。そこで、本研究では、支援
される側の生活世界や精神世界に注目し、対
象児の視点に立脚した生涯発達的視点から
の教育支援の在り方を検討していく。その際、
支援の在り方は、“対象児自身がどのような
自己意識を抱いているか、その自己意識の在
り方によって周囲の者との関係性のあり方
が大きく異なる”ことは言うまでもない。そ
こで、生涯発達的視点からの教育支援を考え
るにあたり、「自己意識の発達を手がかりの
核」にし、その発達に対応した支援教育を検
討する。 
 これらの目的を遂行するために本研究で
は、（１）多面的視点からの心理教育的支援
環境作り、（２）自己意識の特性をふまえた
援助のための新たな視点の解明、（３）生涯
発達支援システムの変容のプロセスの解明、
の３つの柱のもとすすめてきている。 
 

２．研究の進捗状況 
上記「（１）多面的視点からの心理教育的支
援環境作り」においては、学校教育での特別
支援コーディネーターに関する、アンケート
調査・面接調査をすすめてきている。研究成
果の一部は「小学校における特別支援教育コ
ーディネーターの外的調整に関する研究」等
としてまとめられ、学会発表および学会誌へ
の投稿済みである。また、家族支援について
も、親やきょうだいを対象とした調査を終了
した。 
「（２）自己意識の特性をふまえた援助のた
めの新たな視点の解明」においては、ADHD お
よびＰＤＤを対象とした先行研究の動向を
整理した。研究成果の一部は「注意欠陥/多動
性障害児・者における自己認識に関する研究
動向」、「思春期・青年期の自己理解」等とし
てまとめられ、学術誌に投稿中である。 
「（３）生涯発達支援システムの変容のプロ
セスの解明」においては、心理臨床場面にお
ける経過を詳細に分析した。「ある青年期ア
スペルガー障害者における自己理解の変容
ー自己理解質問および心理劇的ロールプレ
イングをとおして－」、「アスペルガー障害者
における自己理解の変容過程-心理劇的ロー
ルプレイングをとおして-」、「発達障害児を対
象にしたグループワーク」「Process of Group 
Sessions using Psychodramatic Role Playing for 
Adolescents with High-functuining Pervasive 
Developmental Disorder： Deepening Understanding 
of Self and Others.」等、自己理解の変容からまと
めたものはすでに学術誌へ掲載済みである。
現在引き続き臨床データを継続収集および
分析中である。 
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３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 （理由）本研究の３つの目的のいずれの領
域においても、心理臨床データは来年度にお
いても引き続き分析を行うが、これ以外のデ
ータの収集はほぼ終了しており、まとめの段
階に入っているため。 
 
４．今後の研究の推進方策 

最終年度にあたる 22 年度においては、新
たなデータの収集よりも、これまでの研究成
果を発表することを中心としてすすめる。 
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